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また，この第1学年という児童の年齢(6歳-7
歳)において，他者からの説明で操作を伴わ
ず，純粋にことばだけで考え理解してし、くことは
非常に抵抗のある段階である。
そのため，自分の考えを説明する際には，自
分が実際に構成した「行動(操作)Jに訴えなが
ら，ことばを使うようにしていかないと他者に説明
をすることが難しいだけでなく，他者に自分の考
えを理解してもらうことも困難である。児童の説
明では，ことばでの説明よりも，実際の操作を相
手に見せることを重視させるようにした。
T この形から，色板を一枚だけ動かします。ど
う動かすと，魚になるか考えましょう。まず，頭
の中で動かしから，実際に色板を動かして確
かめてみましょう。
C 一番下の色板を動かして回せばいいです。
ち‘M
ず8す
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T まず，下の色板をずらすんだね。そして，次
に回すんだね。あれ?魚にならないよ。
回?一、
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C 回し方がちがう。ぴったりかさなるようにはし
とはしをくっつけるから，反対に回すと，ぴっ
たりlこくっつくよ。
回すム【時
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T 始めにずらして，次に回すんだけど，はしと
はしがぴったり重なるように回すんだね。先生
の言葉に合わせて，動かしてみましょう。
T はじめに，下のさんかくをずらします。
ち‘M
次に，ずらしたさんかくを，はしとはしがぴっ
たりくっつくように回します。
ム~.
図13
T 隣の人にどう動かしたか見せてあげましょう。
T 次は， 4枚でましかくをつくりま
す。このましかくから，家を作る
にはどう動かせばいし、か考え
ましょう。
C 色板をずらして上に動かします。 図14
T 上にずらしたんだね。
C そして，くるりと回して，ずらしてくつつけま
す。すると家になります。
す§す
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T どうやって動かしたか分かった?
C 色板をずらして，くるりと回してくっつけた。
C 先生，けど，それだと，家の屋根の色がちが
うよ。屋根の色が一緒の家もできる。そのあ
と，屋根のところの三角を裏返しにすればい
い。そしたら，色も一緒になる。
C 同じ色の屋根にするやりかたでもっとはやく
作れるよ。一回でできる。ここをパタンと裏返
せばできる。
E遣す
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C ほんとだ。一回裏返せばできるね。
T どっちの動かし方でも作れるね。
C でも，先生，こっちの方がすぐに作れるし，
どっちも結局裏返すから初めから裏返す方が
いいです。
T じゃあ，先生の言葉に合わせて動かしてみる
よ。
T 裏返す。
C できた。すぐできた。
T 隣の人にどう動かしたか見せてあげましょう。
T 色板を使って，形をつくったり，もとの形から
別の形に作りかえたりしたけど，どう動かしたら
つくれたかな。
C 回したり，裏返したりしました。
T 回したり裏返したりだけだった?
C ずらして動かした。
8 省察
児童は，実際に操作する中で思考を働かせ，
いろいろな形を倉IJったり，きめられた形を作り上
げたりしていった。その中で，図形を考察してい
く基礎的な操作となる「ずらすJr回すJr裏返す」
を五感を通して，身につけてし、くこととなるが，相
手に伝える場面では，実際に操作しながら， rこ
う，動かした。 Jrこうしてから，ここにもってきた。 J
というような言い方の伝え方が多かった。その際
に，教師が，児童の「こうやると， J rこんなふう
に， Jといった指示語を「ここに，ずらしたんだ
ね。 Jrここで，回してからザらして，ひつつけるん
だね。 Jr始めに裏返しにしたんだね。 Jと児童の
色板の動かし方とそれに対応する基礎操作の
「ずらすJr回すJr裏返すJといった言葉をつなげ
ていくことで，全員ではないが， rずらすJr回すJ
「裏返す」といった基礎操作のイメ→ジにつなが
ることばを使う児童がで多くで始めてきた。第 1
学年という児童の発達段階では， rζとばjよりも
「操作Jを重要視することが大切であるが，動的
な操作のイメージ化につながることばを教師が
児童の説明の補足として使っていくζとは有効で
あるのではないかと省察した。しかlいあくまで，
ここでは，基礎操作を何度も体験させることが重
要であり，このことばを児童に強く求める必要は
ないと考えている。
形を創り上げたり，決められた形の創り方を発
見したりすることを図形の基礎操作を通して直観
的・発見的思考に麿きをかけていくことが重要で
あり，今後も他の学年において有効な単元をさ
ぐっていきたb、。
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